





































の体験については 4 割弱の実習生に留まっている。 
（２）職種実習 
「職種実習」とは、ソーシャルワーカ （ー以下「Ｓ 
Ｗｒ」という）である生活支援員の業務の理解の 
ための実習段階である。 
  実習項目としての「業務全般の理解」について
は、全ての実習生が体験を積み理解ができている。
しかし「他職種連携の理解」の体験については 4
割程度、さらに「ＳＷｒ機能の理解」については
1 割程度の実習生しか体験しておらず、ＳＷｒの
役割・機能については理解が進んでいない。 
（３）ＳＷ実習 
 
「ＳＷ実習」とは、ＳＷに必要な専門知識・技術、 
専門職倫理の理解のための実習段階である。 
  実習項目としての「個別援助計画の理解」につ
いては、8 割以上の実習生が体験しており、ＳＷ
実習の中心内容ともなっている。また、「他機関連
携の理解」も、6 割の実習生が体験している。し
かし「社会資源の理解」「相談面接の理解」「権利
擁護の理解」「運営管理の理解」の体験については、
いずれも2割から4割程度の体験に留まっている。 
また実習方法として個別援助計画については、実
習生の 9 割が実際に作成している。しかし他の実
習項目については、職員の説明を聞くか、実際の
場面を見させる段階で終わっており、実習生自身
が実際に体験するまでには至っていない。 
Ⅳ 考察 
いくつかの実習項目において体験が不足している
のは、実践現場において未だＳＷｒとしての生活支
援員の業務の標準化がされていないこと、そのため
社会福祉士固有の業務が確立されていないことなど
が背景にあると考えられる。また、実習指導者や職
員自身が自分たちの業務の中からＳＷｒとしての機
能を抽出できていないことから実習プログラム作成
が困難であることも考えられる。さらに実習生自身
が体験していたとしても記述がされていないか、あ
ったとしても理解が進んでいないことも考えられる。 
Ⅴ 結論 
知的障害者施設の相談援助実習プログラムにおい
て、特に「ＳＷ実習」としての実習体験の機会が少
なくＳＷｒとしての機能・役割の理解があまり進ん
でいない。また、実習生自身に実際に体験させる指
導方法の工夫も必要である。さらなる相談援助実習
プログラムの開発・改善が必要である。 
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